
(57)【要約】

【課題】　絶縁材料製の複数の基板それぞれに対して均

等なチャック力を与えることができる基板保持装置を提

供する。

【解決手段】　本発明に係る基板保持装置１１は、基板

Ｗを保持するステージ１２と、基板Ｗの上面周縁部をス

テージ１２の上面に押圧する保持部材１３とを備え、ス

テージ１２には、保持部材１３を当該ステージ１２の上

面に吸着させる静電チャック機構１６が設けられている

。保持部材１３は、静電チャック機構１６によって、ス

テージ１２の上面のほぼ全域にわたって吸着される。こ

れにより、各基板Ｗを均等なチャック力でステージ１２

上に保持することが可能となる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 板 を 支 持 す る ス テ ー ジ と 、 前 記 基 板 の 上 面 周 縁 部 を 前 記 ス テ ー ジ の 上 面 に 押 圧 す る 保
持 部 材 と を 備 え た 基 板 保 持 装 置 に お い て 、
　 前 記 ス テ ー ジ に は 、 前 記 保 持 部 材 を 当 該 ス テ ー ジ の 上 面 に 吸 着 さ せ る 吸 着 機 構 が 設 け ら
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 基 板 保 持 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 吸 着 機 構 は 、 静 電 チ ャ ッ ク 機 構 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 基 板 保 持 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ス テ ー ジ に は 、 静 電 チ ャ ッ ク 用 電 極 が 、 前 記 基 板 の 載 置 領 域 を 除 く 領 域 に 設 け ら れ
て い る 請 求 項 ２ に 記 載 の 基 板 保 持 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 保 持 部 材 は 、 前 記 ス テ ー ジ の 上 面 に 載 せ ら れ る 平 板 状 で あ り 、 前 記 基 板 の 上 面 を 外
部 へ 露 出 さ せ る 開 口 部 と 、 こ の 開 口 部 の 周 縁 か ら 径 内 方 側 へ 突 出 す る 保 持 爪 と を 有 す る 請
求 項 １ に 記 載 の 基 板 保 持 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 保 持 部 材 の 面 内 複 数 箇 所 に は 、 前 記 開 口 部 及 び 前 記 保 持 爪 が 複 数 組 形 成 さ れ て い る
請 求 項 ４ に 記 載 の 基 板 保 持 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 基 板 は 、 電 気 的 絶 縁 性 材 料 で な る 請 求 項 １ に 記 載 の 基 板 保 持 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 基 板 の 上 面 周 縁 部 を ス テ ー ジ 上 面 に 向 け て 押 圧 す る こ と で 当 該 基 板 を チ ャ ッ
キ ン グ す る 保 持 部 材 を 備 え た 基 板 保 持 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 半 導 体 ウ ェ ー ハ 等 の 被 処 理 基 板 を 真 空 処 理 す る に 際 し て は 、 当 該 基 板 を 真 空
槽 内 に 固 定 す る の に 静 電 チ ャ ッ ク が 用 い ら れ て い る 。 こ の 種 の 静 電 チ ャ ッ ク は 、 基 板 を 支
持 す る ス テ ー ジ の 上 面 が 誘 電 層 で 形 成 さ れ て お り 、 基 板 と の 間 に 電 圧 を 印 加 す る こ と で 発
生 す る ク ー ロ ン 力 に よ っ て 、 基 板 を 吸 着 す る 機 構 を 備 え て い る （ 例 え ば 下 記 特 許 文 献 １ 参
照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 静 電 チ ャ ッ ク で 基 板 を ス テ ー ジ 上 に 保 持 す る た め に は 、 基 板 は 導 体 ま た は 半 導 体 で 構 成
さ れ る 必 要 が あ る 。 即 ち 、 基 板 が ガ ラ ス 等 の 電 気 的 絶 縁 材 料 で 構 成 さ れ て い る 場 合 に は 、
静 電 チ ャ ッ ク を 用 い る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 、 絶 縁 材 料 製 の 基 板 を ス テ ー ジ 上 に 保 持 す る た め に 、 当 該 基 板 を 機 械 的 に チ ャ ッ キ
ン グ す る メ カ ニ カ ル ク ラ ン プ が 用 い ら れ て い る （ 例 え ば 下 記 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。 こ の 種 の
メ カ ニ カ ル ク ラ ン プ は 、 基 板 の 上 面 を 露 出 さ せ る と と も に 、 当 該 基 板 の 上 面 周 縁 部 を ス テ
ー ジ の 上 面 に 向 け て 押 圧 す る 保 持 爪 を 備 え た 板 状 の 保 持 部 材 が 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ４ は 、 従 来 の メ カ ニ カ ル ク ラ ン プ 機 構 を 備 え た 基 板 保 持 装 置 １ の 一 構 成 例 を 示 し て い
る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 ４ に 示 し た よ う に 、 ス テ ー ジ ２ の 上 方 に は 、 基 板 Ｗ の 上 面 周 縁 部 を ス テ ー ジ ２ の 上 面
に 向 け て 押 圧 す る こ と で 基 板 Ｗ を チ ャ ッ キ ン グ す る 保 持 部 材 ３ が 設 け ら れ て い る 。 保 持 部
材 ３ は 、 ス テ ー ジ ２ の 上 面 よ り も 大 径 の 円 盤 形 状 を 有 し て い る 。 保 持 部 材 ３ の 面 内 複 数 箇
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所 に は 、 ス テ ー ジ ２ の 上 面 に 載 置 さ れ て い る 複 数 枚 の 基 板 Ｗ に 対 応 し て 、 基 板 Ｗ の 上 面 を
露 出 さ せ る 開 口 部 ４ が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る 。 こ れ ら 複 数 の 開 口 部 ４ に は 、 径 内 方 側 へ
突 出 す る 複 数 の 保 持 爪 ５ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 こ の 保 持 部 材 ３ の 下 面 外 周
側 に は 、 ス テ ー ジ ２ の 外 方 に お い て 上 下 方 向 へ 延 び る ３ 本 の 操 作 軸 ６ が 等 角 度 間 隔 で 取 り
付 け ら れ て お り 、 操 作 軸 ６ を そ の 軸 方 向 へ 移 動 操 作 す る こ と で 保 持 部 材 ３ を 上 下 移 動 可 能
と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 な お 、 ス テ ー ジ ２ の 上 面 に は 、 基 板 Ｗ が 載 置 さ れ る 載 置 部 ７ が 複 数 形 成 さ れ て い る 。 こ
れ ら 載 置 部 ７ の 形 成 領 域 に は 、 複 数 の リ フ タ ー ピ ン ８ が ス テ ー ジ ２ の 上 方 へ 突 出 自 在 に 設
け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ る 従 来 の 基 板 保 持 装 置 １ に お い て 、 保 持 部 材 ３ は 先 ず 、 図 ４ に 示
し た よ う に ス テ ー ジ ２ の 上 面 か ら 上 方 へ 退 避 さ せ た 位 置 に 移 動 さ れ て い る 。 こ の 状 態 で 、
各 基 板 Ｗ が ス テ ー ジ ２ の 載 置 部 ７ に そ れ ぞ れ 載 置 さ れ る 。 リ フ タ ー ピ ン ８ は 、 ス テ ー ジ ２
の 内 部 に 引 き 下 げ ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 次 に 、 操 作 軸 ６ を 操 作 し て 、 保 持 部 材 ３ を ス テ ー ジ ２ の 上 面 へ 向 け て 移 動 さ せ る 。 こ れ
に よ り 、 各 基 板 Ｗ の 上 面 周 縁 部 は 、 保 持 部 材 ３ の 保 持 爪 ５ に よ っ て ス テ ー ジ ２ の 上 面 側 へ
押 圧 さ れ る 。 以 上 の よ う に し て 、 各 基 板 Ｗ が 保 持 部 材 ３ に よ っ て ス テ ー ジ ２ の 上 面 に 同 時
に ク ラ ン プ さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 基 板 Ｗ の 被 処 理 面 に 対 す る 各 種 処 理 （ 成 膜 、 エ ッ チ ン グ 等 ） は 、 保 持 部 材 ３ の 開 口 部 ４
を 介 し て 行 わ れ る 。 処 理 後 は 、 保 持 部 材 ３ を 図 ４ に 示 す 退 避 位 置 へ 上 昇 移 動 さ せ て 基 板 Ｗ
の ク ラ ン プ 状 態 を 解 除 す る 。 そ の 後 、 リ フ タ ー ピ ン ８ を ス テ ー ジ ２ の 上 面 か ら 突 出 さ せ て
、 各 基 板 Ｗ を 上 方 へ リ フ ト し 載 置 部 ７ か ら 取 り 出 す 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ３ ２ ０ ９ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ９ ７ ６ ０ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 し た 従 来 の 基 板 保 持 装 置 １ に お い て は 、 保 持 部 材 ３ の 下 面 外 周 側 に
設 け た 操 作 軸 ６ を 下 方 へ 引 き 下 げ 、 各 基 板 Ｗ を 保 持 爪 ５ に よ っ て ス テ ー ジ ２ 上 面 に 向 け て
押 圧 す る 構 成 で あ る 。 従 っ て こ の 構 成 で は 、 操 作 軸 ６ の 下 方 移 動 で 発 生 す る チ ャ ッ ク 力 が
保 持 部 材 ３ の 外 周 部 に 集 中 し 、 各 基 板 Ｗ を そ れ ぞ れ 均 等 な 力 で 保 持 す る こ と が で き な い と
い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ５ は 保 持 部 材 ３ に 作 用 す る チ ャ ッ ク 力 の 分 布 状 態 を 説 明 す る 図 で あ る 。 図 ５ に お い て
Ａ １ 部 は 保 持 部 材 ３ の 外 周 側 の 領 域 を 示 し 、 Ｂ １ 部 は 保 持 部 材 ３ の 中 央 部 の 領 域 を 示 し て
い る 。 な お Ｐ １ は 、 操 作 軸 ６ の 取 付 位 置 に 対 応 す る 。 操 作 軸 ６ に 加 わ る 操 作 力 Ｆ １ は 、 操
作 軸 ６ に 近 い Ａ １ 部 に 集 中 し 、 そ の 分 、 Ｂ １ 部 に 作 用 す る チ ャ ッ ク 力 が 減 殺 さ れ る 。 従 っ
て 、 各 基 板 Ｗ は 、 ス テ ー ジ ２ の 外 周 側 で は 強 い チ ャ ッ ク 力 が 得 ら れ る も の の 、 ス テ ー ジ ２
の 中 央 側 で は チ ャ ッ ク 力 が 弱 く な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の よ う に 、 基 板 Ｗ の チ ャ ッ ク 力 に 分 布 が 生 じ る と 、 基 板 Ｗ の 裏 面 に 冷 却 ガ ス （ 例 え ば
ヘ リ ウ ム ガ ス ） を 導 入 す る 場 合 、 チ ャ ッ ク 力 の 弱 い 領 域 か ら 冷 却 ガ ス が 漏 れ て 処 理 室 内 の
真 空 度 を 悪 化 さ せ る 等 、 プ ロ セ ス に 影 響 を 与 え る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 は 上 述 の 問 題 に 鑑 み て な さ れ 、 複 数 の 基 板 そ れ ぞ れ に 対 し て 均 等 な チ ャ ッ ク 力 を
与 え る こ と が で き る 基 板 保 持 装 置 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 基 板 保 持 装 置 は 、 基 板 を 保 持 す る ス テ ー ジ と 、 基 板 の 上 面 周 縁 部 を ス テ ー ジ の
上 面 に 押 圧 す る 保 持 部 材 と を 備 え 、 ス テ ー ジ に は 、 保 持 部 材 を 当 該 ス テ ー ジ の 上 面 に 吸 着
さ せ る 吸 着 機 構 が 設 け ら れ て い る 。 保 持 部 材 は 、 吸 着 機 構 に よ っ て 、 ス テ ー ジ 上 面 の ほ ぼ
全 域 に わ た っ て 吸 着 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 基 板 を 均 等 な チ ャ ッ ク 力 で ス テ ー ジ 上 に 保 持 す
る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 基 板 は 、 単 数 の 場 合 は 勿 論 、 複 数 の 場 合 に も 、 各 々 の 基 板 に 対 し て 均 等 な 保 持 力 を 付 与
す る こ と が で き る 。 一 方 、 吸 着 機 構 と し て は 、 静 電 チ ャ ッ ク 機 構 が 好 適 で あ る 。 な お 、 雰
囲 気 圧 力 が 大 気 圧 の 場 合 に は 、 真 空 吸 着 機 構 も 適 用 可 能 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 上 述 べ た よ う に 、 本 発 明 の 基 板 保 持 装 置 に よ れ ば 、 保 持 部 材 を ス テ ー ジ の 上 面 に 吸 着
さ せ る 吸 着 機 構 を 設 け た の で 、 基 板 を 均 等 な チ ャ ッ ク 力 で ス テ ー ジ 上 に 保 持 す る こ と が 可
能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ る 基 板 保 持 装 置 １ １ の 構 成 を 示 し て い る 。 本 実 施 の 形 態
の 基 板 保 持 装 置 １ １ は 、 複 数 枚 の 基 板 Ｗ が 載 置 さ れ る ス テ ー ジ １ ２ と 、 こ の ス テ ー ジ １ ２
の 上 面 で 各 基 板 Ｗ を 保 持 す る 保 持 部 材 １ ３ と を 備 え て い る 。 こ の 基 板 保 持 装 置 １ １ は 、 エ
ッ チ ン グ 室 や 成 膜 室 等 の 真 空 処 理 室 内 に 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 基 板 Ｗ は 、 ガ ラ ス 基 板 や ア ル ミ ナ 基 板 等 の 電 気 的 絶 縁 材 料 の 薄 板 で 形 成 さ れ て い る 。 基
板 Ｗ の 大 き さ 及 び 形 状 は 特 に 限 定 さ れ ず 、 図 示 の 例 で は 円 形 状 で あ る が 、 矩 形 状 で あ っ て
も よ い 。 基 板 Ｗ の 上 面 は 被 処 理 面 と さ れ て お り 、 こ の 被 処 理 面 に 対 し て エ ッ チ ン グ 、 成 膜
等 の 所 定 の 真 空 処 理 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ス テ ー ジ １ ２ は 円 柱 形 状 を 有 し 、 そ の 上 面 に は 基 板 Ｗ の 載 置 位 置 を 規 制 す る 載 置 部 １ ７
が 複 数 箇 所 （ 図 で は ４ 箇 所 ） に 形 成 さ れ て い る 。 載 置 部 １ ７ は 、 ス テ ー ジ １ ２ の 上 面 に 、
基 板 Ｗ の 厚 さ よ り も 小 さ な 深 さ 寸 法 で 凹 設 さ れ て い る 。 こ れ ら 載 置 部 １ ７ の 形 成 領 域 に は
そ れ ぞ れ 、 基 板 Ｗ を 上 方 へ リ フ ト さ せ る た め の リ フ タ ー ピ ン １ ８ が 複 数 本 ず つ 設 置 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ス テ ー ジ １ ２ の 内 部 に は 、 リ フ タ ー ピ ン １ ８ を 上 下 駆 動 す る た め の 駆 動 系 や 、 基 板 Ｗ の
裏 面 に 冷 却 媒 体 （ 例 え ば ヘ リ ウ ム ガ ス ） を 導 入 す る 導 入 系 等 が 、 そ れ ぞ れ 図 示 せ ず と も 配
置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 ス テ ー ジ １ ２ の 内 部 に は 、 後 述 す る 保 持 部 材 １ ３ を ス テ ー ジ １ ２ の 上 面 に 吸 着 す
る た め の 吸 着 機 構 が 構 成 さ れ て い る 。 こ の 吸 着 機 構 は 、 本 実 施 の 形 態 で は 静 電 チ ャ ッ ク 機
構 １ ６ で 構 成 さ れ て お り 、 静 電 チ ャ ッ ク 用 電 極 １ ６ Ａ ， １ ６ Ｂ （ 図 ２ ） に 印 加 さ れ る 所 要
電 圧 の 供 給 系 が 内 蔵 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ２ は 静 電 チ ャ ッ ク 用 電 極 １ ６ Ａ ， １ ６ Ｂ の 一 構 成 例 を 示 し て い る 。 図 の 例 で は 双 極 型
が 採 用 さ れ て お り 、 基 板 Ｗ の 載 置 領 域 （ 載 置 部 １ ７ の 形 成 領 域 ） を 除 い て 、 電 極 １ ６ Ａ ，
１ ６ Ｂ が 複 数 組 配 置 さ れ て い る 。 こ れ ら の う ち 、 電 極 １ ６ Ａ に は 正 （ ＋ ） 電 位 が 印 加 さ れ
、 電 極 １ ６ Ｂ に は 負 （ － ） 電 位 が 印 加 さ れ る 。 な お 、 こ れ ら 電 極 １ ６ Ａ ， １ ６ Ｂ は 絶 縁 層
（ 図 示 略 ） で 被 覆 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
　 一 方 、 保 持 部 材 １ ３ は 、 基 板 Ｗ の 上 面 周 縁 部 を ス テ ー ジ １ ２ の 上 面 に 向 け て 押 圧 す る こ
と で 複 数 枚 の 基 板 Ｗ を 同 時 に チ ャ ッ キ ン グ す る 機 能 を 有 し て い る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 保
持 部 材 １ ３ は ス テ ー ジ １ ２ の 上 面 と ほ ぼ 同 径 の 円 盤 形 状 と さ れ て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ
な い 。 ま た 、 保 持 部 材 １ ３ の 厚 さ は 、 例 え ば 約 ２ ｍ ｍ と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 保 持 部 材 １ ３ は 、 ス テ ー ジ １ ２ の 上 面 に 静 電 的 に 吸 着 可 能 な 材 料 で 形 成 さ れ て い る 。 具
体 的 に は 、 保 持 部 材 １ ３ は 、 炭 化 ケ イ 素 （ Ｓ ｉ Ｃ ） 、 シ リ コ ン （ Ｓ ｉ ） 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合
金 等 の 導 体 あ る い は 半 導 体 材 料 で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 保 持 部 材 １ ３ の 面 内 複 数 箇 所 に は 、 ス テ ー ジ １ ２ の 上 面 に 載 置 さ れ て い る 複 数 枚 の
基 板 Ｗ に 対 応 し て 、 基 板 Ｗ の 上 面 を 露 出 さ せ る 開 口 部 １ ４ が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る 。 開
口 部 １ ４ の 形 状 は 、 基 板 の 形 状 に 対 応 し て 形 成 す る こ と が で き る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 開
口 部 １ ４ は 円 形 で 、 基 板 Ｗ と 同 等 以 上 の 大 き さ と さ れ て い る 。 こ れ ら 複 数 の 開 口 部 １ ４ に
は 、 径 内 方 側 へ 突 出 す る 複 数 の 保 持 爪 １ ５ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 保 持 爪 １ ５ は 、 基 板 Ｗ の 上 面 周 縁 部 を ス テ ー ジ １ ２ の 上 面 に 向 け て 押 圧 で き る 長 さ に 形
成 さ れ て い る 。 開 口 部 １ ４ の 内 周 部 に 突 出 形 成 さ れ る 保 持 爪 １ ５ の 形 成 数 は 、 図 示 の 例 で
は ４ 本 と さ れ て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ ず 、 基 板 Ｗ の 大 き さ や 必 要 と す る チ ャ ッ ク 力 等 に
応 じ て 適 宜 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 以 上 の よ う に 構 成 さ れ る 本 実 施 の 形 態 の 基 板 保 持 装 置 １ １ の 作 用 に つ い て 説 明 す
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 基 板 Ｗ は 、 ス テ ー ジ １ ２ の 上 面 の 載 置 部 １ ７ に 各 々 載 置 さ れ る 。 こ の と き 、 リ フ タ ー ピ
ン １ ８ は ス テ ー ジ １ ２ の 内 部 に 引 き 下 げ ら れ て い る 。 ス テ ー ジ １ ２ に 対 す る 基 板 Ｗ の 移 載
は 、 例 え ば 基 板 搬 送 ロ ボ ッ ト 等 を 用 い て 自 動 的 に 行 わ れ る 。 な お 、 作 業 者 に よ る 手 作 業 で
基 板 Ｗ の 移 載 を 行 っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 に 、 保 持 部 材 １ ３ を ス テ ー ジ １ ２ の 上 面 に 載 せ て 、 基 板 Ｗ を ス テ ー ジ １ ２ の 上 面 に 保
持 す る 。 ス テ ー ジ １ ２ へ の 保 持 部 材 １ ３ の 載 置 工 程 は 、 ロ ボ ッ ト 等 を 用 い て 自 動 的 に 行 わ
れ る 。 こ の と き 、 ス テ ー ジ １ ２ と 保 持 部 材 １ ３ と の 間 の ア ラ イ メ ン ト 工 程 が 同 時 に 行 わ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ス テ ー ジ １ ２ の 上 面 に 保 持 部 材 １ ３ が 載 置 さ れ た 後 、 静 電 チ ャ ッ ク 用 電 極 １ ６ Ａ ， １ ６
Ｂ に 所 定 の 電 圧 を 印 加 す る こ と に よ っ て 、 保 持 部 材 １ ３ を ス テ ー ジ １ ２ の 上 面 に 静 電 的 に
吸 着 す る 。 こ の と き 、 保 持 部 材 １ ３ の 各 保 持 爪 １ ５ に よ っ て 、 基 板 Ｗ の 上 面 周 縁 部 が ス テ
ー ジ １ ２ 上 面 に 向 け て 押 圧 さ れ る 。 こ れ に よ り 各 基 板 Ｗ が ス テ ー ジ １ ２ の 上 面 に 保 持 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 保 持 部 材 １ ３ の 一 作 用 を 図 ３ に 示 す 。 図 ３ に お い て Ａ 部 は 保 持 部 材 １ ３ の 外 周 側 の 領 域
を 示 し 、 Ｂ 部 は 保 持 部 材 １ ３ の 中 央 部 の 領 域 を 示 し て い る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 保 持 部 材
１ ３ は そ の 面 内 各 点 Ｐ に お い て 一 定 の 吸 着 力 Ｆ を 受 け る の で 、 Ａ 部 及 び Ｂ 部 で 同 等 の チ ャ
ッ ク 力 を 発 生 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 従 っ て 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 保 持 部 材 １ ３ を ス テ ー ジ １ ２ の 上 面 に 吸 着 さ せ る 静 電 チ
ャ ッ ク 機 構 １ ６ を 備 え て い る の で 、 各 基 板 Ｗ を 保 持 部 材 １ ３ に よ っ て 均 等 な チ ャ ッ ク 力 で
ス テ ー ジ １ ２ の 上 面 に 保 持 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 基 板 Ｗ の 裏 面 に 導 入 し た 冷 却
媒 体 が 真 空 処 理 室 内 に 漏 れ 出 る こ と を 防 止 で き 、 プ ロ セ ス へ の 影 響 を 回 避 す る こ と が 可 能
と な る 。
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【 ０ ０ ３ ６ 】
　 な お 、 基 板 Ｗ の 被 処 理 面 に 対 す る 各 種 処 理 （ 成 膜 、 エ ッ チ ン グ 等 ） は 、 保 持 部 材 １ ３ の
開 口 部 １ ４ を 介 し て 行 わ れ る 。 こ の と き 必 要 に 応 じ て 、 基 板 Ｗ の 裏 面 側 に 冷 却 媒 体 が 循 環
供 給 さ れ て 、 基 板 Ｗ の 冷 却 作 用 が 行 わ れ る 。 こ の 場 合 、 載 置 部 １ ７ の 底 面 に 冷 却 媒 体 が 通
る 通 路 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 処 理 後 は 、 静 電 チ ャ ッ ク 用 電 極 １ ６ Ａ ， １ ６ Ｂ へ の 通 電 を 停 止 し 、 ス テ ー ジ １ ２ の 上 面
で の 保 持 部 材 １ ３ の 静 電 吸 着 を 解 除 す る 。 そ し て 、 保 持 部 材 １ ３ を ス テ ー ジ １ ２ の 上 面 か
ら 上 方 へ 移 動 退 避 さ せ る 。 そ の 後 、 リ フ タ ー ピ ン １ ８ を ス テ ー ジ １ ２ の 上 面 か ら 突 出 さ せ
て 、 各 基 板 Ｗ を 上 方 へ リ フ ト し 載 置 部 １ ７ か ら 取 り 出 す 。 な お 、 ス テ ー ジ １ ２ か ら の 基 板
Ｗ の 取 出 し 工 程 は 、 基 板 搬 送 ロ ボ ッ ト 等 に よ っ て 自 動 的 に 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 勿 論 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る こ と
な く 、 本 発 明 の 技 術 的 思 想 に 基 づ い て 種 々 の 変 形 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 例 え ば 以 上 の 実 施 の 形 態 で は 、 ス テ ー ジ １ ２ の 上 面 に 載 置 さ れ る 基 板 Ｗ の 枚 数 を ４ 枚 と
し た が 、 単 数 で あ る 場 合 を 含 め て 、 処 理 枚 数 に 制 限 は な く 、 上 述 と 同 様 な 効 果 を 得 る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 以 上 の 実 施 の 形 態 で は 、 静 電 チ ャ ッ ク 用 電 極 １ ６ Ａ ， １ ６ Ｂ を 双 極 型 で 構 成 し た
が 、 こ れ に 代 え て 、 単 極 型 と し て も よ い 。 ま た 、 吸 着 機 構 は 上 述 の 静 電 チ ャ ッ ク 機 構 １ ６
に 限 ら ず 、 例 え ば 大 気 圧 雰 囲 気 で 基 板 を 処 理 す る 場 合 に は 、 真 空 吸 着 機 構 が 採 用 可 能 で あ
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ る 基 板 保 持 装 置 １ １ の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 上 記 基 板 保 持 装 置 に お け る ス テ ー ジ １ ２ に 設 け ら れ た 静 電 チ ャ ッ ク 用 電 極 の 配 置
例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 上 記 基 板 保 持 装 置 に お け る 保 持 部 材 １ ３ の 一 作 用 を 説 明 す る 要 部 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 基 板 保 持 装 置 の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 基 板 保 持 装 置 に お け る 保 持 部 材 ３ の 一 作 用 を 説 明 す る 要 部 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 １ １ 　 基 板 保 持 装 置
　 １ ２ 　 ス テ ー ジ
　 １ ３ 　 保 持 部 材
　 １ ４ 　 開 口 部
　 １ ５ 　 保 持 爪
　 １ ６ 　 静 電 チ ャ ッ ク 機 構
　 １ ６ Ａ ， １ ６ Ｂ 　 電 極
　 １ ７ 　 載 置 部
　 １ ８ 　 リ フ タ ー ピ ン
　 Ｗ 　 　 基 板
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(7) JP 2006-324312 A 2006.11.30



【 図 ５ 】
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